
1936 26 June 

昭和 11 年（1936 年） 報道「大綱の成るまで政府展を急ぐな 春陽会からの難題」（報知新聞） 
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䣚
報
道
䣛 

 
・
䣕
報
知
新
聞
䣖 

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
六
日 

 
 

  

 

  

大
綱
の
成
る
ま
で
政
府
展
を
急
ぐ
な 

 
 

春
陽
会
か
ら
の
難
題 

  

今
秋
䣓
政
府
展
䣔
の
陣
容
を
決
定
す
る
䣍
在
野
各
団
体
代
表
懇
談
会
は
二
十
六
日
午

前
九
時
半
か
ら
文
相
官
邸
に
開
か
れ
る
が
䣍
出
席
団
体
は
二
部
会
䣍
東
光
会
䣍
主
線
協

会
䣍
春
陽
会
の
四
団
体
の
み
と
な
り
䣍
結
局
旧
帝
展
系
の
三
団
体
を
除
い
て
在
野
か
ら

の
出
席
は
春
陽
会
の
み
と
な
つ
た
䣎
そ
こ
で
春
陽
会
で
は
二
十
五
日
午
後
委
員
会
を
開

い
た
結
果
䣍 

 

一
䣍
各
在
野
団
体
を
䣓
政
府
新
人
展
䣔
と
同
一
レ
ベ
ル
の
登
龍
門
た
ら
し
め
る
こ
と
䣎 

 

一
䣍
従
つ
て
在
野
団
体
内
で
将
来
生
産
さ
れ
る
会
員
䥹
あ
る
ひ
は
特
選
二
回
䥺
を
も

政
府
招
待
展
の
無
鑑
査
䥹
被
招
待
者
䥺
と
す
る
こ
と
䣎 

 

一
䣍
会
員
濫
造
を
防
止
す
る
た
め
に
䣓
在
野
協
議
会
䣔
を
作
り
䣍
そ
の
銓
衡
を
経
て

各
団
体
の
会
員
を
作
る
こ
と
䣎 

の
三
ケ
条
を
美
術
界
百
年
の
計
の
た
め
に
と
い
ふ
大
乗
的
見
地
か
ら
主
張
し
䣍
右
の
大

綱
を
成
立
す
る
気
運
が
出
来
る
ま
で
䣓
政
府
展
䣔
の
開
催
を
急
ぐ
な
䣍
即
ち
今
秋
の
䣓
政

府
展
䣔
不
開
催
の
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
䣍
文
部
省
が
面
目
の
た
め
だ

け
に
䣓
政
府
展
䣔
開
催
を
固
持
す
る
場
合
は
䣍
春
陽
会
提
案
は
す
こ
ぶ
る
難
題
と
な
る

に
至
つ
た
䣎
ま
た
右
提
案
が
い
れ
ら
れ
ぬ
時
は
䣍
春
陽
会
は
文
相
試
案
支
持
の
旗
を
ま

い
て
二
科
䣍
独
立
同
様
退
場
す
る
覚
悟
で
䣍䣓
在
野
か
ら
招
待
展
へ
の
途
を
開
け
䣔
と
食

下
つ
て
行
く
方
針
で
あ
る
䣎 

 

二
部
会
側
は
䣓
綜
合
を
看
板
と
せ
ず
䣍
抱
擁
の
精
神
を
生
か
せ
䣔
と
い
ふ
態
度
で
臨

み
䣍
無
理
な
綜
合
よ
り
は
む
し
ろ
二
部
会
即
政
府
新
人
展
䣍
つ
ま
り
松
田
改
組
以
前
に

逆
戻
り
し
て
も
開
催
主
義
を
主
張
す
る
模
様
で
あ
る
䣎 

  
新
人
展
と
招
待
展 

第
四
部
は
同
時
に 

 

懇
談
会
で
方
針
決
ま
る 

 

帝
国
美
術
院
残
留
会
員 

第
三
䣍
四
部
䥹
彫
刻
䣍
工
芸
䥺
懇
談
会
は
二
十
五
日
午
後

三
時
半
か
ら
文
相
官
邸
に
開
催
䣍
清
水
院
長
䣍
石
丸
主
事
䣍
河
原
次
官
䣍
岩
井
秘
書
官
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が
出
席
し
䣍
会
員
側
は
山
崎
䣍
北
村
䣍
建
畠
䣍
朝
倉
䣍
斎
藤
䣍
藤
井
䣍
香
取
䣍
板
谷
䣍
清

水
䣍
津
田
の
諸
氏
出
席
が
出
席
し
䣍
第
三
部
会
は
新
人
展
と
招
待
展
を
一
䣍
二
部
通
り

に
分
け
る
こ
と
に
賛
成
䣍
無
鑑
査
銓
衡
及
び
展
覧
会
委
員
選
出
に
つ
い
て
は
廿
九
日
再

開
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
た
䣎
第
四
部
は
招
待
数
少
き
た
め
展
覧
会
を
期
間
で
分

け
ず
䣍
室
で
分
け
る
こ
と
と
し
て
新
人
展
を
開
き
䣍
招
待
出
品
は
䣓
招
待
室
䣔
を
特
設

し
て
同
期
間
開
催
す
る
方
針
で
䣍
更
に
無
鑑
査
及
び
展
覧
会
委
員
は
近
に
な
つ
た
䣎 


